
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Aomori Pref. Namioka High School 
http://www.namioka-h.asn.ed.jp/ 

〒038-1311 青森県青森市浪岡大字浪岡字稲村 101-2 

℡ 0172-62-4051（代表）  fax 0172-62-1556 
浪高だより 

第 １７ 号 令和 ３年 ３月１０日発行 

 令和２年度「卒業証書授与式」が 3 月１日（月）に行われました。新

型コロナウイルス感染防止対策のため、今年度も規模を縮小しての卒業

式となりましたが、卒業生５７名がこの浪岡高校を巣立ちました。卒業

証書授与に続き、對馬嘉晴校長が式辞を述べ、『誠実・勤勉・友愛の校

訓のもと、浪高魂を継承し学校活動に全力で取り組み、懸命に努力した

諸活動の１つ１つが感動感激としてよみがえっていると思う。皆さんの

諸活動は、新しい息吹を吹き込み、次の世代に引き継がれていくものと

確信している。志を高く持ってすべて前向きに進んでいって欲しい。』

と語りました。在校生代表の送辞では、現生徒会長の工藤稀綾楽さん

が、『先輩方は、私たちのリーダーとして、先頭に立って活躍し、素晴

らしい成果を残してくださいました。浪岡高校で仲間とともに学んでき

たことを胸に、何事にも立ち向かってください。』と話しました。最後

に、卒業生代表として答辞を述べた前生徒会長の江口慶さんは、『今年

度は新型コロナウイルスの影響による規模の縮小など、思うように学校

行事を行うことができなかった。縮小した行事をみんなが楽しんでくれ

るか不安でしたが、保護者の方々の応援を受け、１・２年生も盛り上げ

てくれてとても心強かった。残りの高校生活を悔いなく過ごすために

も、今より一歩進んで、楽しく元気に学校生活を過ごして欲しい。私た

ち卒業生一同は、この浪岡高校を卒業したことを誇りとし、これからの

新しい毎日を堂々と生きていきます。』と語りました。全校生徒と３年

生の保護者、来賓は数名の出席となりましたが、卒業生の凛とした態度

が保護者に感動を与えた素晴らしい卒業証書授与式となりました。 

「浪高だより」は、本校 HP に

掲載しています。浪岡高校公式

YouTube「浪高チャ 

ンネル」も視聴よろ 

しくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◇ 優良賞 

 江 口   慶   佐 藤 雅 偉  

 高 木 大 耀   飛 田   修  

 福 田 祐 弥   三 橋 朋 生  

 雪 田 竜 那   吉 岡 夏 音  

 渡 邊 拓 斗   小 池 麻 美  

 齋 藤 里 奈   津 川 萌 依  

 藤 田 夏 鈴        

            以上 13 名 

◇ 皆勤賞 

 佐 藤 功 基   坂 本   陸  

 高 木 大 耀   飛 田   修  

 雪 田 竜 那   久 慈 佑 果  

            以上 ６ 名 

◇ 特別功労賞 

 江 口   慶   飛 田   修  

 福 田 祐 弥   三 橋 朋 生  

 八 岩 慎之介   渡 邊 拓 斗  

            以上 ６ 名 

◇ 功労賞  

 津 川 萌 依 

            以上 １ 名 

◇ 精励賞 

 須 藤 風 真   高 木 大 耀  

 乗 田 快 斗   福 士 陽 介  

 石 田 和 奏   原 田 結 衣  

            以上 ６ 名 

◇ 青森県高等学校ＰＴＡ連合会会長賞  

 小山内 奏 羽   久 慈 佑 果  

            以上 ２ 名 

◇ 青森県高等学校体育連盟優秀選手賞  

 江 口   慶   渡 邊 拓 斗  

            以上 ２ 名 

◇ 日本電卓技能検定協会賞  

 髙 木 倫 有  

            以上 １ 名 

 
 高校生活３年間の功績をたたえ、来賓・保護者をお迎えし、優良賞や皆勤賞など各賞の賞状授与式が２月 

２８日に行われました。各賞の受賞者は下記の通りです。おめでとうございます。 

 
 卒業式前日に、同窓会入会式が行われました。入会式は、新たな門出をお祝いす

るとともに、同窓生としての認識を持ってもらうための大切な行事です。山内栄隆 

同窓会会長から心温まるお祝いのメッセージと記念品が渡されました。続いて卒

業生を代表して、西塚愛夢さんがお礼のことばを述べました。卒業は母校や友人と

の別れでもありますが、同窓会という新しい出会いの場でもあり、言葉では言い表

すことのできない独特の絆が生まれます。卒業生の活躍を期待しています。 


